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江戸時代の富山城 現在の富山城址公園

江戸時代の神通川 現在の神通川、松川

富
岩
運
河

い
た
ち
川

松
川

戦国時代から神通川は蛇行して流れていたが、洪水防止のため、
明治36（1903）年に一定の水位になると流れる馳越線（分流路？
結果としてバイパスとなる）が完成し、何度かの洪水を経て、大正
10（1921)年に馳越線が本流となった。江戸時代は、日本一の舟橋
が架けられており、全国的にも有名であった。

　

富
山
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
―
北
陸
道
―

（
富
山
県
教
育
委
員
会
・
１
９
８
０
年
）に
よ
る
と
、

近
世（
一
五
六
八
〜
一
八
六
七
）初
期
に
北
陸
道
本

道
に
構
築
さ
れ
た
一
里
塚
は
23
基
あ
っ
た
そ
う
だ

が
、
現
在
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
消
滅
し
、
そ
の
所
在

地
さ
え
伝
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
ち
な

み
に
、
現
存
し
て
い
る
の
は
、「
境
」（
朝
日
町
）と

「
坪
川
」（
滑
川
市
）の
み
と
い
う
。

　

一
里
塚
は
、
江
戸
幕
府
が
幕
藩
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
、
五
街
道
を
中
心
と
す
る
全
国
的
な
道

路
網
の
改
編
・
整
備
に
つ
と
め
た
際
に
作
ら
れ
た
。

　

一
里
塚
は
、
一
里（
約
3
・
９
㎞
）ご
と
に
路
傍

の
両
側
に
築
か
れ
た
円
丘
状
の
土
盛
り
で
、
高
さ

は
約
2
間（
１
間
は
約
1
・
８
ｍ
 ）、
直
径
は
約
5

間
あ
り
、
そ
の
中
央
に
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
街
道

の
道
し
る
べ
と
し
た
。
五
街
道
で
は
江
戸
日
本
橋

を
起
点
と
し
た
が
、
加
賀
藩
で
は
、
越
中
・
越
後
の

国
境「
境
村
一
里
塚
」を
基
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た

こ
と
が
、
正
保
4
年（
１
６
４
７
）の『
越
中
道
記
』

な
ど
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
と
い
う
。

　

一
里
塚
に
植
え
ら
れ
た
樹
種
は
、
道
中
奉
行

の
調
査
か
ら
、
エ
ノ
キ
55
％
、
マ
ツ
27
％
、
ス
ギ

８
％
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ノ
キ
は
、
ど
の
よ
う
な

環
境
に
も
よ
く
生
育
し
、
枝
を
張
っ
て
繁
茂
し
、

神
々
し
い
樹
相
と
な
る
の
で
、
神
霊
の
宿
る
樹

木
と
も
さ
れ
、
旅
人
の
安
全
祈
念
の
対
象
と
し
て
、

植
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

推定進路

愛宕神社神明社

長光寺
富山駅

①「三ケ」の一里塚の跡。②下村方面に向かう藩主参勤交代の通路「往還」と、願海寺を経て富山に向かう通称「願海寺街道」
の分岐点。この交差点に「右とやま、左いわせ」と記した道しるべがある。加賀藩主は、分家の富山前田氏の城下を避けるた
め、ここで左折し、下村へ向かったが、一般の旅人は富山へ向かうことが多かったようだ。③「黒河」の一里塚跡。射水市消
防団黒河分団の入口脇に石碑がある。④「吉作」の一里塚跡を示す案内板がある。そばに一里塚跡を示すような広場がある。

官道（17世紀中頃からの北陸道）
富山道
巡見使道（旧北陸道）

「加能越三州地理志稿」
（天保元年・1830 年）
による道筋

加茂神社

小杉高校

旧８号線

願海寺

JAなのはな
梨選果場

黒河公民館
薬勝寺池公園

県立大学

愛宕神社

一
里
塚
の
跡
（
富
山
市
、射
水
市
）

吉
作
、黒
河
、三
ケ
に
残
る
街
道
の
面
影

舟橋
明神峠越え
江戸時代の道

明治11年に開削
呉羽新道

広場整備中
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